






要約:初回冠動脈造影で冠動脈障害を認めた 81 例に対し Flurbiprofen(FP)3mg/kg/day(26

例 ) 、 Ticlopidine(TP)3-7mg/kg/day(25 例 ) 、 Aspirin+Dipyridamole(A+D) 各 々 5-

10mg/kg/day、3mg/kg/day(30 例)の 3 群の薬剤を randamized に封筒法により選択し治療

を開始し、1 年後の再造影上の冠動脈狭窄性病変の進行を薬剤群間で比較した。狭窄性病

変進行頻度は他の群に比較して FP 群で低く、血小板凝集能抑制効果の有意に高かった A+D

群で高かったが有意差は認められなかった。


